
 

  

令和２年度　（一社）犬山祭保存会常任理事会・理事会　第４回　議事録

日時

場所

出席者

（敬称略）

議事

報告／検討内容

決定事項 ―

令和２年１１月２１日（土）　１９：００～２１：００

IMASEN犬山からくりミュージアム玉屋庄兵衛工房　２F

【常任理事】会長（石田）、副会長（小林）、会計（下山）、財務委員会

委員長（今井）、祭礼準備委員長（水田）、伝統文化委員長（市橋）、伝

統文化副委員長（長井）、てこ委員長（浅野）、てこ副委員長（吉田・陸

浦）、企画広報委員長（松田）、企画広報委員長代行（斉木）、企画広報

副委員長（西村・林・柴田）

【理事】枝町組理事（武藤）、魚屋町組理事（小川雅弘）、下本町組理事

（柴田）、中本町組理事（栗谷）、熊野町組理事（浅野）、本町組理事

（兼松）、練野町組理事（長岡）、鍛治屋町組理事（市橋義和）、名栗町

組理事（森）、寺内町組理事（三輪）、余坂組理事（大澤憲司）、内田町

組理事（伊藤一則）

歴史まちづくり課主査（市野）、観光課（新原課長）、犬山消防署（山

田、安藤）、城下町を守る会会長（長谷川）、犬山北のまちづくり推進協

議会会長（渡辺）、保存会事務員（竹村）

Ⅰ．報告事項

Ⅱ．議題

①消火器について　②令和３年犬山祭の開催について　③会費について

④その他

Ⅰ．報告事項

配布資料

１．「令和２年度　第４回常任理事会・理事会」

２．磯部邸の防災施設

３．防災施設の設置

４．新型コロナウイルスと祭行事について（山車まつり緊急支援事業）

５．保存会定款（定款変更点）

６．北小学校の車山蔵見学について

７．一般社団法人犬山祭保存会定款

８．からくり郷土玩具展チラシ

議事内容

・伝統文化委員長：先日、毎年行っている犬山市内の小学校のからくり体

　験学習として、玉屋庄兵衛さんをはじめ、石田会長も含め８名で東小学

　校を訪問した。

・企画広報委員長代行：先日、楽田横町の車山の仮組を行い、無事完了し

　た。

Ⅱ．議題　①消火器について（資料：「磯部邸の防災施設」、「防災施設の設置」）



  

決定事項 ―

〇二号消火栓について

・消防署：消火器による初期消火において重要な事は、火災現場からの

　逃げ遅れを防ぐ事である。

　煙を吸わない位置で使用する事、消火器の粉や蒸気で視界が塞がる

　おそれがあるため事前に逃げ道を確認しておく事が重要である。

・消防署：初期消火用の設備として二号消火栓があり、これは一人で

　も使用可能な簡易設備である。

　初期消火の有効時間は、家屋の天井に火が到達するまでが目安であｃ

　り、およそ１～２分となる。この間に、二号消火栓を使用して消火

　をする事が目的である。

　二号消火栓の問題点として、ホースが短く（15m～30mほど）消化

　範囲が狭い事、放水量が少ないため火の元に近づかなければならない

　ため危険性がある事、消化のための訓練が必要となる事などがある。

　また固定設置のため、複数のホースを寄せて使用する事もできない。

・現段階では、消火設備の検証途中の報告という形になったが、追って

　報告をさせていただきたい。

報告／検討内容 〇消火器について（二号消火栓についての説明）

・会長：犬山の城下町は登録文化財の集積地であるが、ここ数年で

　城下町の火災が二件起こっている。このような火災防止の観点から、

　初期消火のための二号消火栓を各町内に設置する呼びかけが、城下

　町を守る会の会長の長谷川先生からあり、市に陳情したところ、予

　算化される流れになった。

　本日は長谷川先生と、犬山北のまちづくり推進協議会会長の渡辺さん、

　また消防の方にお越しいただき、文化財の防火活動と、二号消火栓につ

　いての説明をしていただく。

・犬山北のまちづくり推進協議会会長：岐阜の防災状況を視察した所、

　一号消火栓だけでなく、二号消火栓も各地に用意されていた。これを

　犬山にもぜひ設置したいという事で、市に陳情に行き、状況を見つつ

　に設置を検討したいという返答をいただいた。

・城下町を守る会会長：例として、磯部邸の防火体制では、放水設備と

　その受信機が設置してある。二号消火栓も備わっており、誰でも

　使用できる設備となる。放水訓練も行っている。ドレンチャーも設置

　されている。

　文化財建造物防火施設の歴史として、昭和４１年に自動火災報知機の

　設置が義務付けられた。後の昭和５０年に清水寺に火災が発生したが

　報知器の設備のために大きな損傷を食い止める事ができた。



  

決定事項 継続審議

Ⅱ．議題　②会費について（資料：「保存会定款（定款変更点））

〇来年の祭礼について(各町内の現状・祭開催に伴うウイルス対策の報告)

　　・会長：コロナ禍における祭に関して、「コロナに科学的配慮するの

　　はもちろんだが、伝統的な祭文化を絶やさないためにも、コロナと共

　　に生きるしなやかな生活様式を通して祭を持続する」という方針を愛

　　知県として打ち出した。これを承知いただいた上で議論したい。

　　また各理事には、町内の意見を取りまとめた上で、町内を代表する

　　立場としての意見を仰っていただきたい。

　・現在、コロナウイルス感染が拡大傾向にあり、祭開催の是非の最終決

　　定が三か月前ほどになる事を考えると、この１１月の時点で判断する

　　のは困難である。

　・保存会、または市としての祭開催の基準や感染対策の指針を明確に

　　提示してほしい。町内レベルの判断で祭をやるのかやらないのかを

　　検討するのは困難である。

　・現状での判断は難しいが、現時点では祭をやるという前提で準備を進

　　めつつ、情勢を見て判断する。

　・祭開催に向けた保存会からのフローチャートを作成してほしい。

　・祭をやるのであれば、感染対策を議論・検討し、対策を講じた上で対

　　応すべきである。

　・祭関係者にＰＣＲ検査を義務付けるべきではないか。

Ⅱ．議題　②令和３年犬山祭の開催について



  

報告／検討内容

決定事項

報告／検討内容

決定事項

〇保存会の会員制度について

　　会長：会費制度は、祭を継続してきた力を大事にするという事であ

　　り、「参加者皆で担ぎ上げる」というイメージに基づいたものであ

　　る。このように議論を重ねる事自体が、コミュニティの活性化と継続

　　に繋がっていくので、引き続き意見を出し合っていただきたい。

　・会費を未成年から徴収するのは反対である。

　・対象年齢の箇所について具体的に明記すべきではないか。

　・会費免除となる「１６町内の団体」の定義について

　　→町内に住んでいる人の、遠方の親戚等の扱いはどうなるのか？

　　線引きを明確にしてほしい。

　・子供の付き添いの親は参加者と見なして徴収するのか？

　・会費徴収について、町内（１３町内３万円・３町内２千円）と町外と

　　で不公平感が出るのではないか。

　　→現状、１３町内は一律３万円徴収しているが、これも各町内の軒数

　　によって、一軒あたりの負担に公平感が担保されない結果となってい

　　る。公平を期すためにも、町内も同じように一人あたりで徴収する

　　ように変更することも検討して良いのではないか。

　・年配の親の代わりに、遠方に住んでいる子供が参加する場合でも

　　徴収するのか。

　・各町内毎で徴収方法を個別に決めれば良いのではないか。

継続審議

―

Ⅱ．議題　③その他（資料：第８回日本の祭シンポジウムについて、１３町内の車山蔵見学

の計画・小学校からくり体験教室について）

〇北小学校車山蔵見学について

　・例年行っている北小学校の車山蔵見学を今年も実施する。

　　各町内の代表者の方は、各車山蔵やどんでん館にて対応をお願いした

　　い。

〇からくりミュージアムの企画展とワークショップについて

　・からくりミュージアムにて、郷土玩具を中心に展示を行う企画展

　「からくり郷土玩具展」を１２月３日より開催する。郷土玩具の制作

　　年代によって前期・後期に分けて行う。

　　またこれに併せてワークショップ「親子からくり教室」も実施する。

　　二日間で一日二回、合計四回実施し、簡単なからくり工作キットを

　　親子で製作する。

懸案事項／その他補足



 


